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道
路
は
、
私
た
ち
み
ん
な
が
使

う
大
切
な
施
設
。
商
品
や
看
板
を

置
い
た
り
、
自
転
車
を
放
置
し
た

り
し
て
、
通
行
を
妨
げ
た
り
信
号

機
や
道
路
標
識
を
見
え
に
く
く
し

た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り

ま
す
。
特
に
、
目
の
不
自
由
な
方

や
、
車
い
す
の
方
は
た
い
へ
ん
困

っ
て
い
ま
す
。

道
路
を
通
行
以
外
に
使
用
す
る

と
き
は
、
道
路
管
理
者
の
許
可
を

受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

∞
道
路
整
備
課
ò
内
線
２
８
４

３
・
三
鷹
警
察
署
ò
49
―
０
１
１

０

題
に
つ
い
て
無
料
相
談
会
を
毎
月

１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

▽
８
月
14
日
Œ
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
、
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ビ

ル
10
階
ス
カ
イ
ル
U

ム
１
（
武
蔵

境
駅
北
口
）
で
。

▼
当
日
、
直
接
会
場
へ
。

∞
東
京
土
地
家
屋
調
査
士
会
武

蔵
野
支
部
ò
31
―
２
３
０
０
・
東

京
司
法
書
士
会
武
蔵
野
支
部
ò
55

―
１
５
８
５

毎
週
火
・
木
曜
日
午
後
１
時
〜

５
時
と
土
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
、
産
業
プ
ラ
ザ
ｉ
カ
フ
ェ

で
開
催
さ
れ
て
い
る
無
料
Ｉ
Ｔ
相

談
コ
U

ナ
U

は
、
８
月
13
日
Õ
・

15
日
œ
・
17
日
—
の
３
日
間
、
お

休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
20

日
Õ
か
ら
、
通
常
ど
お
り
行
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

∞
生
活
経
済
課
ò
内
線
２
５
４

３

解
雇
・
不
払
い
・
パ
U

ト
・
派

遣
・
労
働
契
約
な
ど
。
労
働
者
、

経
営
者
の
質
問
に
適
切
に
お
答
え

し
ま
す
。

◆
相
談
日

毎
月
第
一
水
曜
日

（
今
月
は
７
日
Œ
）
午
後
１
時
30

分
〜
４
時

◆
会
場

市
役
所
２
階
市
民
相
談

室◆
相
談
員

東
京
都
国
分
寺
労
政

事
務
所
専
門
相
談
員

∞
生
活
経
済
課
ò
内
線
２
５
４

４

８
月
10
日
は
「
道
の
日
」
で
す
。

東
京
都
で
は
こ
の
日
を
記
念
し

て
、
「
道
と
ふ
れ
あ
う
小
さ
な
旅

（
武
蔵
野
の
路
ク
イ
ズ
ウ
ォ
U

ク
）
」
を
行
い
ま
す
。
武
蔵
野
の

路
を
歩
き
、
チ
ラ
シ
に
掲
載
さ
れ

て
い
る
ク
イ
ズ
に
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。
全
問
正
解
者
の
中
か
ら
抽

選
で
、
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
や
折
り

た
た
み
自
転
車
が
当
た
り
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
開
催
期
間

８
月
12
日
Ã
ま
で

◆
コ
U

ス

三
鷹
駅
か
ら
三
鷹
台

駅
間
の
「
風
の
散
歩
道
」
な
ど
玉

川
上
水
沿
い
の
道
約
４
H
A

※
チ
ラ
シ
は
、
三
鷹
駅
・
三
鷹

台
駅
・
三
鷹
市
役
所
・
都
庁
な
ど

に
あ
り
ま
す
。

∞
「
道
の
日
」
行
事
実
行
委
員

会
事
務
局
ò
03
―
５
３
２
０
―
５

２
８
６

第
155
回
東
京
都
都
市
計
画
審
議

会
の
傍
聴
希
望
者
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

▽
９
月
４
日
Œ
午
後
１
時
か
ら
、

東
京
都
庁
第
一
本
庁
舎
特
別
会
議

室
Ａ
で
。

▼
８
月
23
日
–
（
必
着
）
ま
で
に

往
復
は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
電

話
番
号
を
記
入
し
「
〒
163
―
８
０

０
１
東
京
都
都
市
計
画
局
総
務
部

都
市
計
画
課
」
へ
申
し
込
む
。

※
今
回
は
三
鷹
市
域
に
関
連
し

た
案
件
は
あ
り
ま
せ
ん
。
く
わ
し

く
は
東
京
都
都
市
計
画
課
ò
03
―

５
３
８
８
―
３
２
２
５
へ
。

土
地
、
建
物
の
表
示
登
記
や
権

利
登
記
、
会
社
の
登
記
な
ど
の
問

ビ
ル
火
災
に
備
え
て

階
段
・
廊
下
ク
リ
U

ン
キ
ャ
ン
ペ
U

ン

〜
安
全
な
避
難
の
た
め
に
〜

８
月
１
日
〜
９
月
30
日

火
災
や
地
震
が
発
生
し
て
避
難

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
き
、
階

段
や
廊
下
に
荷
物
が
い
っ
ぱ
い
で

通
れ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す

か
？新

宿
歌
舞
伎
町
の
ビ
ル
火
災
で

は
、
階
段
室
に
荷
物
が
置
か
れ
避

難
に
使
え
な
か
っ
た
こ
と
が
、
多

く
の
犠
牲
者
を
出
し
た
原
因
の
一

つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。三

鷹
消
防
署
で
は
、
こ
の
教
訓

が
風
化
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う
、

「
階
段
・
廊
下
ク
リ
U

ン
キ
ャ
ン

ペ
U

ン
」
の
普
及
と
定
着
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

◆
申
告
（
納
付
）
の
必
要
な
方

平
成
13
年
７
月
１
日
〜
平
成
14
年

６
月
30
日
の
間
に
取
得
し
た
市
内

の
土
地
の
合
計
面
積
が
５
千
平
方

A
以
上
の
方
。

◆
申
告
期
限

９
月
２
日
Ã

◆
非
課
税

７
月
１
日
（
こ
の
日

前
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
場
合
は
譲

渡
さ
れ
た
日
）
現
在
、
固
定
資
産

税
が
非
課
税
と
な
る
土
地
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
場
合
な
ど
は
非

◆
ま
さ
か
の
と
き
の
た
め
に
、
次

の
こ
と
を
実
行
し
ま
し
ょ
う
。

fl
階
段
・
廊
下
な
ど
の
避
難
路

に
は
荷
物
を
置
か
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
避
難
の
障
害

と
な
る
物
を
排
除
し
ま
し
ょ
う
。

‡
避
難
経
路
が
一
方
向
し
か
確

保
で
き
な
い
建
物
で
は
、は
し
ご
、

救
助
袋
な
ど
の
避
難
器
具
の
設
置

に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
ょ
う
。

③
日
ご
ろ
か
ら
避
難
経
路
や
方

法
な
ど
を
事
業
所
内
、
家
族
内
で

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

∞
同
署
予
防
課
ò
47
―
０
１
１

９

課
税
申
告
が
必
要
で
す
。

◆
納
税
の
猶
予
・
免
除

一
定
期

間
内
に
住
宅
用
地
と
し
て
利
用
、

ま
た
は
譲
渡
す
る
場
合
や
建
築
物

そ
の
ほ
か
一
定
の
施
設
と
し
て
恒

久
的
な
利
用
に
供
す
る
予
定
が
あ

る
、
ま
た
は
供
し
て
い
る
土
地
に

つ
い
て
は
申
請
に
よ
り
、
納
税
の

徴
収
猶
予
や
納
税
義
務
の
免
除
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。

∞
資
産
税
課
ò
内
線
２
３
６
６

【
自
治
体
経
営
白
書
の
特
徴
】

自
治
体
経
営
白
書
で
は
、
前
年

度
の
「
三
鷹
市
ら
し
い
自
治
体
経

営
の
取
り
組
み
事
例
」と
と
も
に
、

第
３
次
基
本
計
画
や
行
財
政
シ
ス

テ
ム
改
革
の
進
捗
状
況
、
そ
し
て

市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
説
明

こ
の
ほ
ど
、
「
三
鷹
市
自
治
体
経
営
白
書
」
（
以
下
「
自
治
体
経
営
白
書
」
）
を
発
行
し
ま
し
た
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
基
本
構
想
・
第
３
次
基
本
計
画
や
行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革
大
綱
な
ど
で
、
三
鷹

市
が
目
指
す
新
し
い
自
治
体
経
営
の
あ
り
方
を
提
示
し
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
は
、
三
鷹
市
が
目
標

と
す
る
自
治
体
像
を
「
21
世
紀
型
自
治
体
」
と
し
、
「
効
率
的
で
開
か
れ
た
自
治
体
」
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

自
治
体
経
営
白
書
の
発
行
は
、
こ
の
「
21
世
紀
型
自
治
体
」
を
目
指
す
取
り
組
み
の
ひ
と
つ
で
あ

り
、
市
の
自
治
体
経
営
の
現
状
を
明
ら
か
に
し
、
こ
れ
か
ら
の
三
鷹
市
の
自
治
体
経
営
の
あ
り
方
を

市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
考
え
て
い
く
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
作
成
し
た
も
の
で
す
。

し
、
基
本
構
想
に
定
め
た
自
治
体

経
営
戦
略
に
基
づ
き
、
市
が
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
た
の
か

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
自
治

体
経
営
白
書
の
作
成
は
、
積
極
的

な
情
報
公
開
と
情
報
提
供
に
よ
っ

て
、
「
協
働
の
推
進
」
と
「
説
明

責
任
の
確
立
」
を
目
指
す
、
全
国

で
も
初
め
て
と
な
る
三
鷹
ら
し
い

取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。

【
自
治
体
経
営
白
書
の
内
容
】

◆
第
Ⅰ
章
　
「
効
率
的
で
開
か
れ

た
自
治
体
＝
21
世
紀
型
自
治
体
」

の
実
現
を
目
指
す
取
り
組
み

基
本
構
想
に
定
め
る
自
治
体
経

営
の
基
本
的
な
考
え
方
に
の
っ
と

っ
た
施
策
展
開
の
事
例
に
つ
い

て
、
主
に
平
成
13
年
度
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

紹
介
し
て
い
る
取
り
組
み
は
、
全

国
初
の
株
式
会
社
が
運
営
す
る
公

設
民
営
保
育
園
の
設
置
や
三
鷹
の

森
ジ
ブ
リ
美
術
館
の
建
設
、
ま
た

「
み
た
か
市
民
プ
ラ
ン
21
会
議
」

を
中
心
と
し
た
「
白
紙
か
ら
の
市

民
参
加
」
に
よ
る
基
本
計
画
の
策

定
、
行
政
経
営
品
質
評
価
、
人
事

任
用
制
度
お
よ
び
ホ
U

ム
ペ
U

ジ

に
よ
る
情
報
公
開
な
ど
で
す
。

◆
第
Ⅱ
章
　
第
３
次
基
本
計
画
の

最
重
点
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

達
成
・
取
り
組
み
状
況

第
３
次
基
本
計
画
は
平
成
13
年

11
月
に
確
定
し
ま
し
た
が
、
計
画

で
は
４
つ
の
最
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
６
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
最

重
点
・
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関

す
る
平
成
13
年
度
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

◆
第
Ⅲ
章
　
行
財
政
シ
ス
テ
ム
改

革
大
綱
・
実
施
方
策
の
達
成
状
況

行
財
政
シ
ス
テ
ム
改
革
大
綱
は

平
成
12
年
の
５
月
に
、
同
実
施
方

策
は
同
年
12
月
に
策
定
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
「
大
綱
」
お
よ
び

「
実
施
方
策
」
策
定
後
の
平
成
12

年
度
お
よ
び
13
年
度
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

◆
第
Ⅳ
章
　
三
鷹
市
の
財
政
状
況

平
成
12
年
度
ま
で
の
決
算
デ
U

タ
を
も
と
に
、
三
鷹
市
の
財
政
状

況
に
つ
い
て
説
明
す
る
と
と
も

に
、バ
ラ
ン
ス
シ
U

ト
・
行
政
コ
ス

ト
計
算
書
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
参
考
資
料

平
成
14
年
度
か
ら
実
施
す
る

「
事
業
評
価
制
度
」
の
概
要
を
紹

介
し
て
い
ま
す
。
ま
た
平
成
12
年

度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
U

ト
（
普
通
会

計
）
、
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
、
市

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
シ
U

ト
お
よ
び

連
結
バ
ラ
ン
ス
シ
U

ト
の
詳
細
版

を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
予
定
】

平
成
15
年
度
以
降
の
自
治
体
経

営
白
書
で
は
、
市
民
参
加
で
作
成

し
た
基
本
計
画
に
掲
げ
ら
れ
た

「
個
々
の
事
業
の
成
果
と
結
果
」

を
市
民
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

今
年
度
か
ら
実
施
す
る
「
事
業
評

価
」
の
評
価
結
果
に
つ
い
て
公
表

し
て
い
く
方
針
で
す
。

【
自
治
体
経
営
白
書
の
閲
覧
】

自
治
体
経
営
白
書
の
全
文
は
、

今
月
中
に
三
鷹
市
の
ホ
U

ム
ペ
U

ジ
に
掲
載
し
ま
す
。
ま
た
、
自
治

体
経
営
白
書
の
冊
子
は
、
市
政
資

料
室
、
図
書
館
、
市
政
窓
口
、
各

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
U

で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ご
意
見
、
感
想
な
ど

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
あ
て
先
　
「
〒
181-

８
５
５
５

三
鷹
市
役
所
企
画
経
営
室
」
・
¿

48
―
１
４
１
９
・
Ｅ
メ
ー
ル:kik

aku@
city.m

itaka.tokyo.jp

∞
企
画
経
営
室
ò
内
線
２
１
５

０
・
２
１
５
１

第
155
回
東
京
都

都
市
計
画
審
議
会

不
動
産
登
記
な
ど
の

無
料
相
談

ク
イ
ズ
ウ
ォ
ー
ク
で

す
て
き
な
賞
品

無
料
Ｉ
Ｔ

相
談
コ
U

ナ
U

夏
季
休
業
の
お
知
ら
せ

労
働
相
談

■
８
月
は
特
別
土
地
保
有
税

（
取
得
分
）の
申
告
納
付
月

≥生活経済課ò内線2544

風
の
散
歩
道
な
ど
で

「
道
と
ふ
れ
あ
う
小
さ
な
旅
」

道
路
は
み
ん
な
の
も
の
　
通
行
を
妨
げ
な
い
で

８
月
は
「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

新川六丁目の

東八道路沿いの

イチョウの街路

樹に、鷹の一種

「ツミ」が巣を

つくって子育て

をしていました

が、７月初めに

３羽の雛が無事

に巣立ちまし

た。ツミはタカ科の猛禽とはいっても全長（翼を

開いたところ）が30㌢足らずで、ハトと間違われ

ることも多いようで

す。スズメなどの小

鳥を餌として狩りま

す。この夏、３羽は

親鳥に餌をもらいな

がら、狩りの訓練を

続けています。

（写真撮影：緑と

公園課・香川淳）

◆
職
種

①
介
護
職
Ａ
（
正
職
員

へ
の
登
用
制
度
あ
り
）
、
②
介
護

職
Ｂ

◆
勤
務
場
所
　
老
人
保
健
施
設
は

な
か
い
ど
う（
牟
礼
６
―
12
―
30
）

◆
受
験
資
格

平
成
14
年
４
月
１

日
現
在
で
、
①
30
歳
未
満
で
介
護

福
祉
士
ま
た
は
ホ
U

ム
ヘ
ル
パ
U

１
級
も
し
く
は
２
級
の
資
格
を
有

す
る
方
。
②
50
歳
未
満
で
社
会
福

祉
事
業
に
熱
意
の
あ
る
方
。

◆
報
酬
な
ど

同
事
業
団
規
定
に

よ
る

▼
８
月
９
日
–
ま
で
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
（
昼
休
み
を
除
く
）
に
、
同

事
業
団
事
務
所
で
所
定
の
書
類
に

記
入
し
、本
人
が
直
接
申
し
込
む
。

必
要
書
類
な
ど
を
必
ず
問
い
合
わ

せ
る
こ
と
。

∞
同
事
業
団
ò
44
―
５
２
１
１

■
三
鷹
市

社
会
福
祉
事
業
団
で

介
護
職
を

日光浴をする雌親


